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「金を中心とする佐渡鉱山の遺産群」は、
平成27年度の国内推薦候補選定を目指して
いましたが、7月28日に開催された国の文
化審議会世界文化遺産特別委員会で、「『神
宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」が選定
されました。

佐渡金銀山にとっては誠に残念な結果とな
りましたが、引き続き早期の推薦・登録実現
を期して、国から提示された課題の解消など
に取り組んでいきます。
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　今回の国史跡指定及び重要文化的景観選定によっ
て、佐渡金銀山の世界遺産登録に向けた構成資産の文
化財指定・選定が完了したことになります。今後は、各
資産の保存や活用に向けた取り組みを進めていきま
す。
　今回追加指定となった西三川砂金山跡は、平安時代
からの砂金採取の舞台と推定され、本格的な開発が始
まった16世紀末から閉山する明治５（1872）年までの
長期間にわたって採掘が行われた砂金山遺跡です。こ
れまでの分布調査によって、虎丸山などの砂金採掘地
のほか、砂金採掘に使用した水路跡や堤跡、石組遺構
などの遺構が確認されており、豊富に残されている絵
図・文献史料によって、一連の砂金採取システムの様子
を知ることができる、貴重な遺跡です。
　相川の大間地区は、佐渡鉱山に必要な物資の搬入の
ため、明治25（1892）年に完成した港で、現在もコンク
リート普及以前のたたき工法の護岸や、昭和10年代の
金の大増産期に鉱石の搬出のため新設されたクレーン
台座、ローダー橋脚等の遺構が現存しており、明治か
ら昭和期の旧佐渡鉱山における鉱石・物資の運搬の変
遷を示す重要な遺跡です。
　相川の戸地地区は、大正から昭和期に佐渡鉱山への

電力供給のために設置された戸地川第二発電所の建
物及び周辺の敷地が、平成22年2月に既に国史跡佐渡
金銀山遺跡に追加されています。その後の調査によっ
て、取水口跡や発電所への導水路跡等の施設の状況が
明らかになったため、今回追加指定されるものです。
　一方、相川の町並みは、17世紀初頭の鉱山開発に伴
い開発された鉱山町で、鉱山と奉行所を結ぶ上町台地
の尾根線上には幹線道路が敷かれ、沿道に大工町など
職業別の町立てが行われました。17世紀前半には、海
岸沿いの下町で埋め立てを伴う町立てが行われ、上町
と下町とをつなぐ段丘崖に石段等が整備されました。
　18世紀以降、金銀の産出量が減少すると、上町等に
散在していた鉱業関係施設は佐渡奉行所内に集約さ
れ、下町には蔵を伴う大規模な地割りの廻船問屋等が
みられるようになりました。
　明治29（1896）年に鉱山が三菱へ払い下げられると、
上町には間口が広く通りに面して庭を有する社宅が建
設され、下町には役場等の公的機関が立地しました。
　このように、相川の文化的景観は、鉱山地区の生産
機能、上町地区の居住・行政機能、下町地区の流通・行
政機能が、金銀採掘の盛衰と連動しながら展開してき
た歴史的変遷を示す重要な景観地であるといえます。

　国の文化審議会は、「西三川砂金山跡」・「大間地区」・「戸地地区」を国史跡佐渡金銀山遺
跡に追加指定、また、「佐渡相川の鉱山及び鉱山町の文化的景観」を重要文化的景観に選定
するよう、文部科学大臣に答申しました。

平成27年
6月19日金

西三川砂金山跡・虎丸山稼所遠景

大間港

戸地川第二発電所

佐渡相川の鉱山及び鉱山町の
文化的景観全景
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地区 国史跡に追加指定！
佐渡相川の鉱山及び
鉱山町の文化的景観 重要文化的景観に選定！

撮影：西山芳一
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　佐渡を世界遺産にする新潟
の会では、今年も8月7日午後
7時から開催された「新潟ま
つり大民謡流し」に世界遺産
登録推進ののぼりを掲げて参
加しました。新潟県世界遺産
登録推進室と佐渡市世界遺

産推進課、佐渡を世界遺産にする会（佐渡市）の皆さんの応援を含め
ておよそ40人で来年の国内候補選定目指して、そろいの浴衣で心を一つ
に新潟甚句を踊り、見物の方々に「佐渡を世界遺産に」と訴えました。
　午後５時にJR新潟駅近くのホテルに集合して、まずは着替え。今年は佐渡奉行と供の侍、そして小判を江戸ま
で運んだ人足の装束も拝借しての参加となったため、その装束付けが一苦労。慣れないだけに、脚絆はどうやって
着けるの…など大変でしたが、軽く腹ごしらえをして、いざ出陣。
　昨年同様に東大通りをラブラ万代からJR新潟駅に向かって、さわやかな風を受けながら2時間汗を流しまし
た。佐渡奉行や人足の装束はインパクトがあったようで、外国の方から一緒に記念撮影を頼まれるほどアピール効
果は絶大でした。

　9月27日、友好交流都市を結ん
だ東京都荒川区の「あらかわ佐渡
おけさ祭り」のパレードに古式の
江戸時代の衣装をまとい相川鉱山
から江戸へ金を運ぶ「金の道」行
列で参加致しました。

　当日は、佐渡の世界遺産登録の宣伝と、10月18日に東京霞が関にあるイイ
ノホールで開催される「国際シンポジウム」の参加者の勧誘を兼ねて、総勢
21名で朝9時会場の西日暮里「冠新道商店街」に集合し、主に一般市民を対
象に佐渡の世界遺産登録について資料の配布と説明をし、会場を廻って宣
伝に努めました。
　祭りのパレードには、3名の代官役と、10名の人足役に扮して、先導する地
元小学校の鼓笛隊の後を、金の道と世界遺産の旗を掲げて行進しました。
　荒川都民に佐渡の世界遺産登録活動について大いにPRできたと感じております。
　佐渡を世界遺産にする首都圏の会は、これまで佐渡の各郷土会の総会での寄附金募集と登録推進活動は何回
も実施致しておりますが、一般市民向けには「東京新潟県人会」の900名の出席者に宣伝活動をしましたが、一般
都民を対象とした活動は初めての事であり、天気にも恵まれ、今後幅広く宣伝活動をしていく足掛かりとなりまし
た。秋に向け姉妹都市との交流の祭りが続きますので、活動の幅を広げながら、首都圏での佐渡の世界遺産登録
推進の周知に努めたいと考えております。

　今年の５月の定期総会において長
期に亘って精勤されていた弾正佼一
氏が会長を退き顧問となり、新会長
には近藤基彦氏が就任しました。
　また、役員も大幅に変わり新しい体
制となりました。

　新体制のもと、事務所としての機能を充実させるため、常駐職員を配置し、
主に島内の各種イベントなどにブース出展したり、佐渡市主催の講演会にも共
催として積極的に参加し、登録に向けての普及啓発活動に取組んでいます。更には、佐渡金銀山保存・活用行動計
画策定協議会の作業部会の一員として、行政とともに協力しながら、登録を後押ししています。
　現在会員は、個人会員３，0３6人、法人会員20３社ですが、さらなる会員拡大を図りつつ、登録に向けて邁進してい
ます。

新潟まつり大民謡流しでPR 
佐渡奉行先頭に 
新潟甚句で汗

佐渡を世界遺産にする新潟の会

「あら
かわ佐渡おけさ祭り」

でPR
佐渡を世界遺産にする首都圏の会

新体制で 
登録を後押し
佐渡を世界遺産にする会

★私たちは佐渡の世界遺産登録を応援しています

定期総会で挨拶する近藤基彦会長
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青柳正規文化庁長官の記念講演

　第一部の総会では、佐渡金銀山の世界遺産登録の早期実現と県民運動の
より一層の展開を図ることを宣言する決議が採択されました。
　また、現地ボランティアや登録応援商品開発、登録推進番組制作など世界
遺産登録に向けた会員による活動報告がなされました。
　第二部では、青柳正規文化庁長官から「世界遺産登録の意義～文化を軸
にした地域おこし～」と題して、
世界遺産条約設立の経緯、登録
までのプロセス、地域おこしの象
徴として世界遺産の意義など、分

かりやすく御講演いただきました。
　第三部では、昨年度実施された佐渡金銀山世界遺産登録啓発ポス
ターコンクールの表彰式が行われました。審査委員長の德永県立近代
美術館長と審査員の新潟県出身アイドルNegiccoから講評の後、泉田知
事とNegiccoから受賞者へ表彰状と副賞がぞれぞれ授与されました。
　世界遺産登録に向けた取組を、県民会議の会員をはじめ、県民と一
体となって、より一層進めてまいりますので、今後とも御支援、御協力を
お願いします。

泉田知事より表彰状を授与される
金賞受賞者の中川れみさん

　佐渡金銀山の世界遺産登録に向けた気運醸成を図るため、県民会議会員の皆様をはじめ、
県内外から定員を上回る５４３名の御来場をいただき、佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会
議総会を開催しました。

平成27年
５月10日日

佐渡金銀山世界遺産登録推進
　　　　　　県民会議総会を開催

挨拶を行う水落敏栄参議院議員
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★�平成26年２月の設立以来、多くの県民会議会員から様々な登
録へ向けた取組をいただいております。�
その取組の一部をご紹介いたします。

❶ 登録協力商品開発 
  （株式会社 セイヒョー・NPO法人 笹団子研究会）
　佐渡金銀山の登録を後押しするため、パッケージに佐渡金銀山ロ
ゴを使用した笹団子「笹だんゴールド」を開発しました。

❷ 遺産保全活動（株式会社新潟クボタ）
　北沢浮遊選鉱場跡周辺で草刈りボランティアを実施しました。

❸ テレビ公開講座等（新潟大学）
　テレビ公開講座「佐渡を極める」実施（平成27年に2回放送）、佐

渡金銀山に関する資料提示など様々
な取組を行っています。

❹ テレビ番組「妙なる島」 
　 製作・発信（日本ケーブルテレ

ビ連盟新潟県協議会）
　佐渡金銀山の魅力をわかりやすくま
とめたテレビ番組「妙（たえ）なる島
～佐渡金銀山　世界遺産への道～」
を制作し、全国に広く発信しています。

佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議

会員の登録へ向けた取組の紹介
❶

❷

❹

❸

第39回 ユネスコ世界遺産委員会を視察
　今年の世界遺産委員会は６月28日から7月8日にかけて、ドイツのボンで開催されました。日本からは「明
治日本の産業革命遺産」が審議されて登録になりました。
　今回の新規案件は自然遺産０、文化遺産23、複合遺産１の合計24資産の登録決議に加え、拡大登録3案
件が承認されました。また、「ロス・カティオス国立公園（コロンビア）」の危機遺産リストからの除去決議、「グ
レート・バリア・リーフ（豪州）」の保全状況報告を傍聴して、世界遺産登録後の締約国や関係団体の懸命な取
組が強く印象づけられました。
　英国から推薦された「フォース橋」の登録決定
の瞬間にも立ち会うことができました。これは平
成22年に佐渡を視察し、シンポジウムでご講演
いただいたマイルズ・オグリソープ博士が推薦に
関わったものです。
　世界遺産委員会の視察も4回目となり、各審
議事項の論点や経緯、審議の手順や過程につい
ての理解が深まり、会場では多くの海外専門家
や関係者と再会し、これまでのネットワークづく
りの成果も感じられる視察となりました。
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たのしかったさきんとり。
相田柚紀くん（畑野小学校1年生）

　さきんとりがたのしかったです。
ぼくは、さきんが５ことれました。
さきんをとるとき、おおきないしが

あって、おもくてたいへんでした。
　あと、やまあるきのがいどさんのおはなしもたの
しかったです。
　おおやまずみじんじゃのなまえをせつめいしてく
れました。
とってもたのしかったです。

歩いてきたよ！金のみち
しみずともかさん （沢根小学校2年生）

　にし三川のささ川しゅうらくに行きました。
　はじめに、山みちを歩きました。岩がいっ
ぱいありました。岩がなんであるかというと、

山の土をながすみちを岩でつくっていたのだそうです。
　むかしからある大きなごうかなおうちも見ました。
　さいごに川で金をとりました。おとうさんが、大きい金をはっけ
んしました。みんながとりおわったあとに、プレゼントで金の大き
いのを、もらいました。おとうさんが、とったのより大きかったで
す。こんなきらきらした金のとれるお山は、すごいなあ。

EVENT 親 子 で 歩 く 佐 渡 金 銀 山
平成２７年７月２６日㈰に、「親子で歩く佐渡金銀山（西三川編）」を実施しました。
地元の笹川の景観を守る会の案内・指導のもと、集落散策と自然河川での砂金採りを行いました。
以下に、参加者の感想文を掲載します。

佐渡金銀山現地ボランティア活動
　平成27年8月29日㈯、佐渡金銀山現地ボランティア
活動を行いました。今年で2回目となる今回は、島内
外から約130名の参加者が、佐渡金銀山で最古の金山
といわれる西三川砂金山がある、西三川地区笹川集

落で遺跡の周
辺などの草刈
りを行いまし
た。
　午後からは、平成23年に新潟県内で初めて国の
重要文化的景観として選定された笹川集落につい
て、今もなお集落に残されている江戸時代の水路
跡や、砂金山が閉山となった後も農村として地域
が継承されてきたことなど、地元ガイドの方々から
丁寧に案内していただきました。

佐渡金銀山地域巡回講演会
　佐渡金銀山や世界文化遺産をテーマとする『佐渡金銀山－地域巡回講演会』を、６月26日㈮と9月12日㈯の2回
に分けて佐渡市内で開催しました。
　相川のふれあいガイドを務め、佐渡金銀山の魅力を地域人の視点か
ら発信される岩立恒さんからは『佐渡の暮らしを世界に誇る～みんな
で楽しく関わりましょう』、また平泉の世界遺産登録に尽力された平
泉町職員の八重樫忠郎さんからは『世界遺産の町　平泉の取組み～歴
史・文化を未来へ伝えるために』と題して講演をいただきました。
　講演会に参加された市民の皆様にとって、佐渡金銀山を身近に感
じ、さらには世界遺産と地域のあり方について考える機会になったので
はないでしょうか。

金銀山
NEWS

世界遺産関連のニュースをお伝えします

八重樫忠郎さんの講演の様子
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新潟フェアｉｎイオンモール北戸田店
　平成27年５月16日㈯、17日㈰、イオンモール
北戸田店（埼玉県戸田市）にて、「新潟フェアｉ
ｎ北戸田店」が行われました。新潟県産品の
物産展や、新潟県内各地の観光PR、ゆるキャ
ラステージに加えて、佐渡金銀山の世界遺産登
録に向けたPRとして、金塊つかみ取りゲーム
や、砂金採り体験が行われ、二日間で7万人以
上の来場者で大盛況でした。
　会場は、金塊レプリカの重さにビックリしたり、熱心に砂金を探す親子の歓声に包まれていました。

田中優子法政大学総長シンポジウム   「佐渡から江戸文化が見える」
　佐渡市民の佐渡金銀山に対する理解と気運醸
成を目的に、ライトアップされた相川地区の北沢浮
遊選鉱場跡を会場に、シンポジウムを佐渡市主催
で開催いたしました。
　日本の江戸文化研究者で知られる法政大学の
田中優子総長からは、「佐渡から江戸文化が見え
る―内からの目、外からの目―」と題して、佐渡金
銀山がもたらした文化の多様性が佐渡の価値で
あることを中心にお話をいただきました。
　また、田中総長をコーディネーターに甲斐佐渡
市長と島内のまちおこしグループ代表らを交えたパネルディスカッションも行われ、集まった約３３0人の方々に特色
ある地域おこしの取り組みなどについて紹介がありました。

◆ 出雲崎町「佐渡金銀山と出雲崎」
　平成27年６月7日㈰、平成27年度佐渡金銀山世
界遺産講座（出雲崎）を道の駅 越後出雲崎天領
の里（出雲崎町尼瀬）にて開催しました。講座当
日は、対岸の佐渡島がくっきりと見える会場に115
名の御来場をいただきました。
　講座では、県立新潟中央高等学校教諭の余湖
明彦氏から「佐渡金銀山と出雲崎」と題して、佐
渡金銀山から産出された金銀の輸送における出
雲崎の役割や、佐渡と出雲崎のつながりを分かり

やすく御講演
いただきまし
た。

◆ 村上市「佐渡金銀山と村上の鉱山」
　平成27年7月18日㈯、村上市教育情報センター（村上市田
端町）にて、平成27年度佐渡金銀山世界遺産講座（村上）を
開催し、村上市民をはじめとする1３6名が聴講されました。 
　講座では、「佐渡金銀山と村上の鉱山」と題し、県文化行
政課世界遺産登録推進室の尾﨑主任調査員が、佐渡金銀
山の世界遺産登録に向けた取組や価値、村上市にある鳴

なる

海
み

金山をはじめとする「越後黄金山」と呼ばれた金山群を紹
介しました。
　また、佐渡金銀山と村上のつながりとして、1995年の佐渡

奉行所の金銀精錬用
鉛板の事例を挙げ、発
掘調査で見つかった鉛
の産地が、村上市にあ
る蒲萄鉱山の可能性
が高いことも紹介しま
した。

平成27年度 佐渡金銀山世界遺産講座
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新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
� ℡025-280-5726�
� E-mail�ngt500080@pref.niigata.lg.jp
佐渡市世界遺産推進課�
� ℡0259-63-5136
� E-mail�k-goldmine@city.sado.niigata.jp

■世界遺産国際シンポジウム
　お申込み先：新潟県文化行政課
◆�海外専門家を招聘し、基調講演とパネルディスカッションを行います。
・日時：平成27年10月18日㈰	13：00～17：00　・会場：イイノホール＆カンファレンスセンター（東京都）
・主催：新潟県、佐渡市

■佐渡金銀山現地ツアー （第2回）　
　お申込み先：佐渡市世界遺産推進課

◆�地元ガイドが、重要文化的景観選定の笹川について現地で説明します。
・日時：平成27年10月24日㈯	9：00～12：00　・会場：笹川集落　・主催：佐渡市

■ 佐渡金銀山世界遺産登録祈念茶会＆相川 国重要文化的景観選定記念シンポジウム
　お申込み先：佐渡市世界遺産推進課

◆午前中に祈念茶会、午後にシンポジウムを行います。
・日時：平成27年11月1日㈰	10：00～16：00　・会場：佐渡奉行所　・主催：佐渡市、佐渡市教育委員会、相茶会

■平成27年度 金の道サミット in 佐渡「歴史のまちなみを活かした地域づくり」
　お申込み先：佐渡市世界遺産推進課

◆�佐渡と江戸を結ぶ街道沿いの首長が集まり、パネルディスカッション等を行います。
・日時：平成27年11月7日㈯　・会場：あいぽーと佐渡　・主催：佐渡市

■平成27年度 佐渡金銀山世界遺産講座（上越）
　お申込み先：新潟県文化行政課

◆�上杉氏による佐渡支配の様子や、佐渡の金銀が当時の上杉氏や当時の政権に与えた影響について、分かりやすく紹介
します。
・講師：花ヶ前盛明氏（上越郷土研究会会長）	・日時：平成27年11月29日㈰	14：00～16：00
・会場：上越市レインボーセンター　・主催：新潟県、佐渡市

■ 世界遺産講演会 「魚沼と佐渡〜金銀山開発を巡って」
　お申込み先：佐渡を世界遺産にする新潟の会　℡025-248-3013

◆佐渡金銀山の世界遺産登録活動の理解を広げ、気運の醸成を図るため、魚沼地区と佐渡金銀山を関連づけた講演をします。
・講師：余湖明彦氏（県立新潟中央高校教諭）　・日時：平成27年11月3日（火・祝）13：00～15：00	
・会場：小出郷福祉センター（魚沼市）　・主催：佐渡を世界遺産にする新潟の会

■ 世界遺産セミナー 「なるほど！なっとく！佐渡金銀山の魅力発見」
　お申込み先：新潟県文化行政課

◆佐渡金銀山の歴史や価値を、楽しく分かりやすく紹介します。また、小中学生による佐渡金銀山学習発表会も行います。
・日時：平成27年1月31日㈰	13：00～15：30　・会場：朱鷺メッセ　・主催：新潟県・佐渡市

※詳細は、チラシやホームページ、市報さど、CNS等でお知らせします。

平成２7年度 今 後 の イ ベ ン ト 情 報

県文化行政課世界遺産登録推進室では、イベントのお知らせ、視察報告等をフェ
イスブックで紹介しています。
https://www�facebook�com/SadoGoldMine

Facebookを
開設しています。


